
４月 25 日　熊本被災地への職員派遣
　　　　　　（市役所駐車場）

４月 14 日　防犯教室
　　　　　�（北小学校）

5月 15 日　地域花壇お披露目会
　　　　　�（三恵台入口）

　　　　　5月 10 日　
　　　　　来訪者 100 万人達成セレモニー
　　　　　�（市総合観光案内所）

４月 23 日　中央水道跡公園お披露目会
　　　　　�（本町）

５月 15 日　ラーメンフェスタ
　　　　　�（楽寿園）

４月 17 日　育メン教室
　　　　　�（保健センター）

５月５日　春の大通り商店街まつり
　　　　　�（大通り商店街）

４月 2６ 日　藤の花と蜂
　　　　　�（塚原新田）

４月 29 日　三島市制 75 周年記念式典
　　　　　　（市民文化会館）

４月 23 日　みしまブックフェス�（楽寿園）

４月 19 日　ネモフィラ�の花畑（伊豆フルーツパーク横）４月 23 日　春の楽寿園
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三
島
の
村
名
⑥

　
御み
そ
の園

　（
中
郷
地
区
）

　
ー
蔵ぞ

う
ろ
く
じ

六
寺
ー

　
郷
土
資
料
館
で
は
、七
月
三
日
（
日
）

ま
で
企
画
展
「
三
島
宿
と
三
嶋
暦
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

は
三
島
宿
界
隈
で
の
職
業
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
の
内

容
と
推
定
さ
れ
る
『
三
島
宿
街
並
絵

図
』（
図
①
）
に
は
東
海
道
沿
い
に
並

ぶ
家
々
と
そ
の
職
業
が
書
き
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
三
島
宿
の
職
業
分
布
を
記
し

た
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
と
て
も
貴
重
で
す
。

　
記
さ
れ
た
職
業
を
ま
と
め
た
も
の
を

表
（
表
①
）
に
し
ま
し
た
。
宿
場
町
ら

し
く
宿
泊
業
や
運
輸
業
に
多
く
の
家
が

従
事
し
て
い
ま
す
。
絵
図
を
詳
し
く
見

る
と
、
宿
場
町
の
中
心
部
に
は
本
陣
・

脇
本
陣
・
旅は

た
ご
や

籠
屋
（
食
事
を
提
供
す
る

旅
館
）
が
多
く
、
木き

ち
ん
や
ど

賃
宿
（
食
事
は
自

炊
で
料
金
が
安
い
）
は
東
部
に
多
く
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
飲
食
業
で
は

東
西
の
端
に
蕎
麦
屋
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
三
嶋
大
社
前
に
は
茶
屋
が
並
ん
で

お
り
、浮
世
絵
『
五
十
三
次
名
所
図
会
』

（
図
②
）
で
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

多
く
の
客
で
に
ぎ
わ
う
様
子
が
想
像
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
飲
食

業
の
多
く
も
宿
場
町
に
関
連
の
あ
る
職

業
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
軒
数
で
は
卸
・
小
売
業
が
最
も
多
く
、

荒
物
、
小
間
物
、
青
物
、
魚
、
酒
醤
油
、

穀
物
、
古
着
・
古
道
具
、
た
ば
こ
、
薬

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
扱
う
店
が

あ
り
ま
す
。
製
造
業
に
は
菓
子
、豆
腐
、

酒
造
、
鍛
冶
、
紺
屋
（
染
物
屋
）、
紙か

み

漉す
き

な
ど
、
建
設
業
に
は
大
工
、
畳
職
、

左
官
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
卸
・
小
売
業
、

製
造
業
、
建
設
業
は
広
小
路
よ
り
西
と

三
嶋
大
社
よ
り
東
に
多
く
立
地
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
三
島
宿
で
は
宿
場
町
特

有
の
職
業
以
外
に
も
多
様
な
職
業
が
営

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

三
島
宿
は
宿
場
町
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
近
隣
の
村
の
人
た
ち
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
町
と
し
て
も
重
要
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
時
代
の
地
方
都
市
は
そ

の
後こ

う
は
い背

に
多
く
の
田
畑
を
抱
え
て
い
ま

し
た
。
三
島
宿
も
例
外
で
は
な
く
、
他

の
絵
図
な
ど
を
見
る
と
道
路
沿
い
に
立

ち
並
ぶ
街
並
み
の
後
ろ
に
田
畑
が
広

が
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
表
①

か
ら
も
農
業
中
心
の
家
が
全
体
の
四
分

の
一
程
度
を
占
め
て
お
り
、
三
島
宿
で

は
農
業
が
重
要
な
産
業
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　
今
回
は
宿
場
町
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
も
っ
て
栄
え

て
い
た
三
島
宿
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
亀き

れ
い
さ
ん

霊
山
蔵
六
寺
は
、
前
回
ご
紹
介
し
た
神し

ん
め
い明

宮ぐ
う

か

ら
少
し
歩
い
た
先
に
あ
る
お
寺
で
す
。
臨り

ん
ざ
い
し
ゅ
う
え
ん
が
く

済
宗
円
覚

寺じ

派
の
お
寺
で
、地
蔵
菩
薩
を
本
尊
と
し
て
い
ま
す
。

　
同
寺
の
創
建
は
古
く
、
天て

ん
ぶ
ん文
二
年
（
一
五
三
三
）

に
土
地
の
土ど

ご
う豪
で
あ
っ
た
後
藤
石い

わ
み
の
か
み

見
守
が
正し

ょ
う
げ
ん
お
し
ょ
う

厳
和
尚

を
招
い
て
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
寺
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
正
厳
和
尚
と
は
、
戦
国
大

名
小
田
原
北
条
氏
の
家
臣
・
笠か

さ
は
ら原

新
六
郎
の
こ
と
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
笠
原
新
六
郎
は
、
か
つ
て

清
水
町
徳
倉
に
あ
っ
た
北
条
氏
の
支
城
（
本
城
の
ほ

か
に
領
内
に
設
け
た
城
）・
徳
倉
城
の
城
主
で
し
た
。

新
六
郎
は
戦
国
の
動
乱
の
最
中
、
一
度
敵
方
の
武
田

勝か
つ
よ
り頼
に
降く

だ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
武
田
氏
の
形
勢

不
利
を
見
て
再
び
北
条
氏
の
も
と
に
戻
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
の

ち
出
家
し
て
蔵
六
坊

と
号
し
、
御
園
村
の

十
王
堂
に
身
を
寄
せ

た
と
い
い
、
そ
の
十

王
堂
が
蔵
六
寺
の
起

こ
り
で
あ
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

三島宿の職業分布

区分 軒数
農業 10６
製造業 3６
建設業 15
卸・小売業 122
運輸業 38
宿泊業 8６
飲食業 18
その他　　　　
サービス業 15

無職 ６
空地・空家 12
合計 454

◀
表
①
三
島
宿
の
職
業
分
布

◀
図
①
『
三
島
宿
街
並
絵
図
』

　〈
伊
豆
の
国
市
（
公
財
）
江
川
文
庫
所
蔵
〉

◀
図
②
『
五
十
三
次
名
所
図
会
』

▲蔵六寺

問郷土資料館（☎ 971 － 8228）４月 19 日　ネモフィラ�の花畑（伊豆フルーツパーク横）

31２０１６．６．１ ●広報みしま




